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研究成果の概要（和文）：肢体不自由児は移動や学校教育(授業)、家庭(食事)で車いすを使用している。肢体不自由児
がスポーツ活動に参加する時、身体障害に配慮し運動種目に応じた活動姿勢の検討が必要と考えていた。車いす座位設
定のシステム構築にむけ、車いすバスケット種目について、座位評価に必要な検討項目と計測方法を検討した。背を伸
ばし両側上肢でボール操作するコンビネーション動作は、車いす操作と体幹に影響されることが示唆された。活動姿勢
設定に対称的な座位姿勢と座の安定を考えることが重要である。

研究成果の概要（英文）：At school and at home, children with physical disabilities use wheelchairs for mos
t daily activities involving movement. Examining the posture of disabled children during sporting activity
 is important. To construct a system to determine the correct wheelchair seating position, we considered t
he examination items and measurement procedures that were required to evaluate the correct sitting positio
n for wheelchair basketball. A combination action of keeping the back vertical and handling a ball with bo
th arms was possibly influenced by wheelchair operation and trunk movements. Symmetry of the seating posit
ion and proper setting for stability during activity are important considerations.
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１．研究開始当初の背景 
肢体不自由児の原因疾患は脳性まひのよ
うな脳原性神経疾患が多く、障害像は多様で
症状は重度重複化している。肢体不自由児の
多くは車いすを移動手段に使用している。車
いすは運動障害や体格、使用場面や介助状況
に合わせてオーダーで作製される。座位姿勢
の保持が困難な場合は頭部保持や体幹支持
を工夫したシーティングが車いすに加えら
れている。これにより学校授業では視覚的に
手がかりと上肢使用ができやすくなり、食事
等の生活場面では安定した座位姿勢の中で
食べる事に取り組める。このように日頃使用
している車いすは、移動手段と座位姿勢で上
肢操作を最も重視して作製している。一方、
この車いすはスポーツ種目に応じた設定で
はない。成人では各自がスポーツ種目ごとの
規定に応じ、また自らの運動障害を考慮して
車いすを作製している。しかし、スポーツ用
車いすは種目別に設定が異なり、制度による
給付はなく高価で、肢体不自由児では成長に
よる対応も必要となり、作製困難である。 
また、肢体不自由児はスポーツにマイナス
イメージがある。家族は、障害の増悪や転倒
リスク等からスポーツ活動は困難と考えて
いる。身体障害児・者の実態調査(平成 18年)
結果も家族が必要と感じている福祉サービ
スに、スポーツレクリエーションは 6.2%と
少なかった。肢体不自由児が体を動かすと言
えば、乳幼児期の運動遊びや機能回復目的の
理学療法や作業療法など治療に関すること
で、スポーツ活動とは異なる。(図) 成長期
の子どもにとり、学校体育やスポーツ活動は
健やかな成長の土台である。スポーツを通し
て身体を動かす爽快感や健康維持・増進、誰
かと共に楽しむレクリエーションの要因も
ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 図 肢体不自由児の身体活動の比較 
 
そこで、スポーツ活動の具体的な支援の１
つとして、障害者スポーツセンター等で貸し

出し使用できるスポーツ用車いすについて
可能性を考えた。スポーツ活動は障害状況に
適した運動種目や用具の選択、また、活動が
体に及ぼす負担への対応が必要である。しか
し、各自に種目別作製することは現実的でな
い。今回は、車いすスポーツ種目を車いす陸
上と車いすバスケットとし、どのような設定
が必要か、そしてどのようにそれを使用する
かシステムへの検討も必要と考えた。 
 
２．研究の目的 
(１) 肢体不自由児の学校体育とスポー
ツ活動の参加状況とスポーツ活動時の車い
すと補装具使用状況を調査した。この調査で
は、家族のスポーツニードを把握し、支援課
題を明らかにする目的で実施した。 
(２) 本研究は肢体不自由児の車いすス
ポーツ活動時の座位姿勢設定を検討する実
証研究である。上記(１)調査対象の中から、
車いすスポーツに参加している肢体不自由
児に協力を得て、スポーツ活動時の座位評価
に必要な項目と計測方法を検討する。車いす
座位姿勢の調査とスポーツ活動の技能評価
を行う。車いす座位設定は以下の条件で検討
する。①身体への負担を考慮する。②スポー
ツ活動等で能力を引き出す。③操作時の安全
や転倒に配慮する。④種目内容から最少設定
を検討する。⑤種目により健常児も使用する。 
スポーツ活動時の座位設定評価に必要な検
討項目と計測方法、設定した車いすを活用す
るシステムを構築する。 
(３) 健常児と共にアダプテッドスポー
ツとして車いすスポーツができるのか、明ら
かにするため車いすバスケットのモデル事
業を実施する。 
 
３．研究の方法 
この研究は杏林大学保健学部倫理委員会
（承認番号 23-24）の承認を得ている．上記
の目的に応じて、調査と研究を実施した。 
 
(１) 対象は東海、関東、信越の 3地域で
調査目的を理学療法士が説明し、協力いただ
いた小学校から高校生までの子どもと家族
である。調査期間は 2012 年 2月から 4月で、
移動機能レベル(歩行自立から車いす介助ま
での 6段階)、学校体育やスポーツ活動参加
の有無とスポーツ活動時の車いす補装具の
使用、スポーツ活動に関する意見等 30 項目
を質問紙調査した。年齢や診断名、移動機能
レベルとスポーツ参加を Spearman 順位相関
係数で、車いすや装具に関してスポーツ参加
の有無でMan-Whitney のU検定で検討した。 
 
(２) 対象は上記質問紙調査から、定期的
にスポーツ参加しているか、以前スポーツを
していた肢体不自由児と成人である。障害状
況と身体活動量調査と体力評価を行った。車
いすバスケット種目の計測項目は以下の3項
目である。 



 
①車いすバスケット種目で車いす操作とボ
ールコントロールの計測 
この計測は学齢児 3名と成人 3名で実施した。
そのうち学齢の 3名は Y市スポーツ入門コー
スを終了していた。日常の車いすとスポーツ
用車いすで座位設定の計測を行い、バスケッ
ト動作(シュート・ドリブル・パス)も測定し
た。学齢児 2名は日常の移動レベルが歩行で
杖と補装具を使用しており目的別車いすの
比較はできなかった。 
②バスケット操作の動作計測 
上記の学齢児 1名と成人 3名のバスケット動
作測定後、本来の車いすバスケット種目にお
いては、車いす座位で体幹保持した上肢のコ
ンビネーション動作の計測が必要であると
判明した。そこで、計測場面に持ち出して動
作分析可能な Frame-DIAS で再度、計測を実
施した。正面と側面から、車いす駆動とブレ
ーキ、パス後の車いす駆動、シュート動作を
計測した。 
 
③肢体不自由児の生活状況の把握 
対象の肢体不自由児が日常どのくらいの生
活リズムと活動かを把握するため、3次元加
速度装置(Actigraph)を用いて計測した。車
いすバスケット計測の学齢 1名と他の 6名を
これに加え、健常兄弟児 4名も計測をした。
兄弟児と比較、検討した。 
 
(３) 車いすバスケットのモデル事業で
は、健常児が今回検討した車いすバスケット
に乗車し、90分の体験を行った。最少設定の
バスケット用車いすで安全にできるか、今後、
肢体不自由児と共に活動できるか可能性を
検討した。この事業実施、前後に質問紙調査
を実施した。 
 
４．研究成果 
(１) 質問紙調査は 90 名から回答を得、男
子50名女子40名で学校別は地域普通学校34
名、特別支援学級 11 名、特別支援学校 44 名
である。 
 表１ 所属学校と体育参加 
   参加    不参加  

（制限含む） 免除  人(％) 
地域普通校  30 (88.2%) 4 (11.8%) 
特別支援学級 11 (100%)  0 
特別支援校  39 (88.6%) 5 (11.4%) 
小計    80 (89.9%) 9 (10.1%) 
 
こどもの平均年齢は、12.7±3.4 歳、診断名
は脳性まひ・脳原性運動障害 68 名(75.4%)、
二分脊椎症4名(4.4%)、脳挫傷、染色体異常、
筋ジストロフィー症ほかであった。表１に所
属学校と学校体育参加を示した。参加種目に
よる制限はあるものの 90%弱が体育に参加し
ていた。表２にスポーツ経験の有無を示した。
所属学校や移動機能レベル、年齢による統計
的な差異はなかった。  

 

表２ スポーツ経験の有無  (人) 

 
今 
過

去 
未経験 小計 

地域普通校 21 6 7 34 

特別支援学級 8 2 1 11 

特別支援校 10 10 25 45 

小計 39 18 33 90 

   
p=0.00087 

また、体育やスポーツ活動時の車いすや補
装具の使用については、スポーツ専用は必要
か、または装着の目的には半数が分からない
と回答した。競技種目別のルールがあること
も知らなかった。障害状況への不安は体育や
スポーツ活動時の車いすや補装具の使用な
ど情報が提供されていないことも関与して
いると考えられる。 
 
(２)車いすバスケット座位姿勢計測のため、 
バスケット用車いす(小児用)を作製した。 
バスケット用車いすの作製 

 車輪は 2 サイズで、体格と運動障害状況に
合わせ体幹ベルト・下肢ベルトを設定できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
計測項目と結果 
① 車いすバスケット種目で車いす操作とボ
ールコントロールの計測は各自の差異が 
大きかった。学齢の 1名は上肢機能障害
がありバスケット種目も 1年未満であっ
たのでシュート・ドリブルは他の 2名と
大きく差があった。 
 
② バスケット操作の動作計測 
計測ポイント(頭頂・第７頚椎棘突起・肩峰・
胸骨中央・肘頭・肩甲骨下角・尺骨等)を決
め、 Frame-DIAS で計測した。バスケット技
能が高い１名は、体幹機能と上肢運動が連動
していることが確認できた。(分析継続中) 
 
③ 肢体不自由児の生活状況の把握 
3 次元加速度装置(Actigraph)で計測した生
活睡眠データである。下記の事例１は睡眠と



覚醒が健常兄弟児とほぼ同じである。事例２
は夜間、覚醒時間があるが日中活動はほぼ兄
妹児と同じであった。 
 
事例１ 
 
 
③生活状況調査 
 

  
  事例２ 
 
 
 
 

 
 
(３) 車いすバスケットのモデル事業で
は、車いすバスケットに楽しく取り組み、車
いすのイメージがプラスとなった。｢障害｣に
関しては実施後、実際にバスケット技術の高
さやゲーム中の車いすのスピードから、力強
さや、様々な人がいるというような一律的な
理解から付け加わっていた。これは統計的に
も有意な差であった。(学会報告予定有) 
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